
平成２６年度母子保健対策関係予算案の概要

厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課

（平成２５年度予算） （平成２６年度予算案）

２６，５８７百万円 → １９，５０６百万円

平成26年度予算案には、不妊に悩む方への特定治療支援事業

（補正予算案（所要額）13,204百万円）は、含んでいない。

１ 慢性疾患を抱える児童などへの支援 13,012百万円 → 13,866百万円

（１）小児慢性特定疾患治療研究事業【拡充】

小児期に小児がんなどの特定の疾患に罹患し、長期間の療養を必要とする児

童などの健全育成の観点から、患児家庭の医療費の負担軽減を図るため、医療

費の自己負担分の一部を補助する。また、難病対策と同様に平成２６年通常国

会に児童福祉法改正案を提出し、平成２７年１月から、義務的な性質の公費負

担医療として、制度の実施を予定している。

（２）小児慢性特定疾病児童の自立へ向けた支援【新規】

・ 幼少期から慢性疾患に罹患しているため、学校生活での教育や社会性の

涵養に遅れが見られ、自立を阻害されている児童について、地域による支

援の充実により自立促進を図る。〔平成27年１月実施〕

・ 地域の小児慢性特定疾病児の支援策につき、関係者が協議するための体

制を整備する。

（３）小児慢性特定疾病登録管理システム開発及びデータ運用事業の実施【新規】

小児慢性特定疾病の治療研究に資する患児データについて、その登録内容の

精度を向上させるため、医師が直接登録するためのシステム開発、そのデータ

を活用したデータベースの構築及びデータ提供のための体制の整備を行う。

（４）療育指導事業の実施及び日常生活用具給付事業の実施

長期にわたり療養を必要とする児童の地域ぐるみの支援体制を確立するた

め、医師等による相談指導を行い、日常生活における健康の保持増進及び福祉

の向上を図るための事業を実施する。（※）

また、日常生活を営むのに著しく支障のある在宅の小児慢性特定疾病児に対

し日常生活用具を給付することで、日常生活の便宜を図る。

※平成26年12月まで母子保健医療対策等総合支援事業において実施し、平成27年１月からは、

小児慢性特定疾病児の自立へ向けた支援の一環として実施。
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２ 母子保健医療対策の強化 327百万円 → 1,135百万円

平成26年度予算案には、不妊に悩む方への特定治療支援事業

（補正予算案（所要額）13,204百万円）は、含んでいない。

～地域における切れ目ない妊娠・出産支援の強化～

（１）妊娠・出産包括支援モデル事業の実施【新規】

妊産婦等の支援ニーズに応じ、必要な支援につなぐ母子保健コーディネ

ーターの配置、産科医療機関からの退院直後の母子への心身のケアや育児

のサポートなどを行う産後ケア事業、妊産婦の孤立感の解消を図るために

相談支援を行う産前・産後サポート事業といった各地域の特性に応じた妊

娠から出産、子育て期までの切れ目ない支援を行うためのモデル事業を

実施する。

（２）生涯を通じた女性の健康支援事業の実施【拡充】

妊娠に悩む者に対する専門の相談員を女性健康支援センターに配置すると

ともに、女性健康支援センターに全国統一の電話番号を設けるなど相談支援

体制を充実する。

不妊症及び不育症に対する専門の相談員を不妊専門相談センターに配置す

るとともに、土日の講習会の実施等により相談しやすい環境の整備を図るこ

とで、女性の健康を支援する。

また、ＨＴＬＶ－１母子感染予防対策の推進を図る。

（３）子どもの心の診療ネットワーク事業の実施

様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達障害に対応するため、都道府県

域における拠点病院を中核とし、医療機関や保健福祉機関等と連携した支援

体制の構築を図るための事業を実施するとともに災害時の子どもの心の支援

体制づくりを実施する。

（参考）平成２５年度補正予算案 不妊に悩む方への特定治療支援事業 13,204百万円

平成２６年度予算案での事業の他、安心こども基金において以下の支援を実施。

不妊治療に係る近年の医学的知見を踏まえ、より安心・安全な妊娠・出産に資する適切な

支援の観点から、不妊治療に必要な費用の一部を助成する特定治療支援事業の助成対象範

囲を見直し、４０歳未満の方で新規に助成を受ける場合については、年間助成回数の制限

を撤廃し、初年度６回まで助成可能とする。

また、制度の見直しが円滑に施行されるよう、対象者や医療機関等に対する周知や施行

のための準備に係る経費を助成する。

-2-



３ 未熟児養育医療等 3,474百万円 → 3,606百万円

身体の発育が未熟のまま生まれた未熟児に対する医療の給付等を行う。また、

特に長期の療養を必要とする結核児童に対する医療の給付を行うとともに、必

要な学習用品・日用品を支給する。

４ 研究事業の充実（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）
701百万円 → 710百万円

子どもの健全育成を保障する持続可能な社会基盤の開発や改善等のために、

妊産婦と子どもの二つの世代に着目して、保健・医療・福祉分野の社会的課題

に対応する政策提言型の基盤的研究と社会的に対策が求められる成育疾患の病

態解明や治療法開発を目指す研究を実施する。

５ 児童虐待防止医療ネットワークの推進
児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業（3,743百万円）の内数

地域の医療機関が連携して児童虐待の早期発見・介入等の対応を行う虐待

防止体制の整備を図るため、各都道府県等の中核的な医療機関に虐待専門コ

ーディネーターを配置し、地域の医療機関への研修、助言等を行う。
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１
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
費
助
成
（
※
）

○
裁
量
的
補
助
金
→
義
務
的
な
経
費
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療

○
医
療
費
助
成
の
対
象
疾
患
の
拡
大

対
象
疾
患
数

５
１
４
疾
患

→
約
６
０
０
疾
患
（
対
象
と
な
る
候
補
の
疾
患
数
）

○
受
給
者
数
：
約
１
１
．
０
万
人
→

約
１
４
．
８
万
人
（
平
成
２
７
年
度
試
算
）

○
給
付
水
準
の
見
直
し

２
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
の
自
立
支
援
等

○
慢
性
疾
患
児
童
地
域
支
援
協
議
会
運
営
事
業

地
域
の
関
係
機
関
、
支
援
策
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
及
び
支
援
の
連
携
を
協
議
会
で
実
施
す
る
。

○
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
自
立
支
援
事
業
（
※
）

幼
少
期
か
ら
慢
性
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
た
め
、
学
校
生
活
で
の
教
育
や
社
会
性
の
涵
養
に
遅
れ
が
見
ら
れ
、
自
立
を
阻
害
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
る
支
援
の
充
実
に
よ
り
自
立
促
進
を
図
る
。

※
現
在
実
施
し
て
い
る
療
育
指
導
事
業
は
、
平
成
２
７
年
１
月
に
本
事
業
に
移
管

○
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し
く
支
障
の
あ
る
在
宅
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
に
対
し
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
す
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
。

３
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
研
究
推
進

○
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
治
療
研
究
に
資
す
る
患
児
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
そ
の
登
録
内
容
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
医
師
が
直
接
登

録
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
、
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
及
び
デ
ー
タ
提
供
の
た
め
の
体
制
の
整
備
を

行
う
。

（
平
成

25
年
度
予
算
）

（
平
成

26
年
度
予
算
案
）

1
3
,
01
2百
万
円

→
1
3
,8
66
百
万
円

小
児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
関
係
予
算
に
つ
い
て

※
一
部
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
１
月
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
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妊
娠
・
出
産
包
括
支
援

モ
デ
ル
事
業
【
新
規
】

〈 不 妊 に 悩 む 方 へ の 支 援 の 強 化 〉〈 不 妊 に 悩 む 方 へ の 支 援 の 強 化 〉

地
域
に
お
け
る
切
れ
目
な
い
妊
娠
・
出
産
支
援
の
強
化

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
主
な
課
題

対
応

核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
等
に
よ
り
、
祖
父
母
等
に
よ
る
支
援
等

を
受
け
ら
れ
ず
、
相
談
相
手
も
い
な
い
た

め
妊
産
婦
が
家
庭
や
地
域
で
孤
立
し
て

い
る

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
悩
み
等
に
つ
い
て

相
談
先
が
わ
か
り
に
く
い
、
相
談
し
や
す

い
体
制
が
な
い

様
々
な
機
関
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ

れ
て
い
る
が
、
個
々
人
の
状
況
に
即
し
た

サ
ー
ビ
ス
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
ら
な
い

不
妊
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
に
つ
い
て

相
談
先
が
わ
か
り
に
く
い
、
不
妊
治
療
に

係
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
等
の
心
の
問
題
に

つ
い
て
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い

晩
婚
化
、
不
妊
に
関
す
る
知
識
不
足
、

治
療
開
始
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
必
ず
し

も
安
心
・
安
全
な
出
産
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い

産
院
を
退
院
し
た
直
後
に
お
い
て
、
健
康

面
の
悩
み
や
育
児
へ
の
不
安
な
ど
に
対

す
る
支
援
が
不
足
し
て
い
る

助
産
師
等
に
よ
る
相
談
支
援
や
、
シ
ニ
ア
世

代
が
話
し
相
手
と
な
る
等
の
支
援
に
よ
り
、
妊

産
婦
の
孤
立
感
の
解
消
を
図
る

個
々
人
の
状
況
に
応
じ
て
、
地
域
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
等
を
組
み
合
わ
せ
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
や
、
対
応

力
の
向
上
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
相
談
・

支
援
拠
点
の
体
制
を
充
実
す
る

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
の
周
知
や
、
使
い

や
す
さ
の
向
上
、
専
門
的
な
相
談
へ
の
対
応

力
の
向
上
を
図
る

よ
り
安
心
・
安
全
な
妊
娠
・
出
産
に
資
す
る
よ

う
、
医
学
的
な
情
報
の
提
供
の
あ
り
方
や
不

妊
治
療
の
助
成
範
囲
を
見
直
す

産
後
に
宿
泊
・
日
帰
り
等
に
よ
る
乳
房
ケ
ア
・

心
身
の
ケ
ア
や
休
養
等
の
支
援
を
行
う

産
前
・
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業

【
新
規
】
２
．
２
億
円

産
後
ケ
ア
事
業

【
新
規
】
４
．
９
億
円

産 後出 産妊 娠結 婚結 婚 前

妊 娠 ・ 出 産 に

関 す る 正 し い

知 識 の 普 及

が 必 要

健 康 面 の

サ ポ ー ト が

必 要

周 辺 環 境 や

情 報 面 の サ

ポ ー ト が 必 要

※
「
日
本
再
興
戦
略
」
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
、
「
少
子
化
危
機
突
破
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
、
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
」
に
位
置
付
け

少
子
化
対
策
と
し
て
、
「
子
育
て
支
援
」
「働
き
方
改
革
」に
加
え
、
「地
域
に
お
け
る
切
れ
目
な
い
妊
娠
・出
産
支
援
の
強
化
」
を
図
る
。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

【
新
規
】
１
．
０
億
円

〈 妊 娠 ・ 出 産 に 係 る

相 談 ・ 支 援 の 強 化 〉

不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
事
業

【
拡
充
】
０
．
１
億
円

女
性
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

【
拡
充
】
０
．
３
億
円

不
妊
に
悩
む
方
へ

の
特
定
治
療
支
援

事
業

〖
補
正
予
算
案
に
計
上
〗

１
３
２
億
円

当
初
予
算
案

８
．
５
億
円

補
正
予
算
案
（
所
要
額
）
１
３
２
億
円

参
考
４
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妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
相
談
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
連
携
強
化
（
モ
デ
ル
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
）

○
地
域
特
性
や
サ
ー
ビ
ス
資
源
に
応
じ
た
、
よ
り
よ
い
組
み
合
わ
せ
な
ど
を
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
検
証
し
、
全
国
展
開
を
目
指
す
。

・
地
域
ご
と
に
、
様
々
な
機
関
の
関
係
者
が
機
能
の
連
携
・
情
報
の
共
有
を
図
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
総
合
的
相
談
や

支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ
う
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

・
既
存
の
支
援
に
欠
け
て
い
る
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
組
み
入
れ

地
域
に
お
け
る

モ
デ
ル
事
業
の

展
開

支 援 者 の 把 握 サ ー ビ ス 提 供

悩
み
を
相
談
し
た
い
・
・
・

個
々
人
に
即
し
た
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
！

産
後
ケ
ア
事
業
【
新
規
】

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト

等
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う

医
療
機
関

に
よ
る
ケ
ア

妊
婦

健
診

乳
児
家
庭

全
戸
訪
問

事
業

妊
娠
前

妊
娠
期

出
産

産
後

育
児子 育 て 支 援 策

妊 娠 に 関 す る

普 及 啓 発

乳
幼

児
健 診

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
【新
規
】

助
産
師
等
に
よ
る
相
談
支
援
や
、
シ
ニ
ア
世
代
が
話
し
相
手
と
な
る
等
の
支
援
に
よ
り
、
妊
産
婦
の

孤
立
感
の
解
消
を
図
る

両
親

学
級 等

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
【
新
規
】

①
妊
産
婦
や
家
族
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
情
報
提
供

②
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
か
つ
、
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
関
係
機
関

と
調
整
し
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ

③
必
要
に
応
じ
て
、
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
市
町

村
保
健
セ
ン
タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
保
健
師
・
助
産
師
等
を
配
置

サ ー ビ ス の 調 整

○
身
近
で
は
相
談
し
づ
ら
い
人
工
妊
娠
中
絶
、
心
の
問
題
、
婦
人
科
疾
患
、

更
年
期
障
害
、
不
妊
等
の
相
談

○
そ
の
他
、
医
療
機
関
へ
の
紹
介
な
ど
、
幅
広
い
相
談
へ
の
対
応

女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

○
不
妊
症
・
不
育
症
問
題
を
抱
え
る
夫
婦
に
対
す
る
専
門
的
相
談

○
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
へ
の
心
の
ケ
ア
の
相
談

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

母
子
健
康
手
帳
配
布
・
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
等
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

〈
対
応
力
の
強
化
〉

・
相
談
員
の
研
修
会
【
新
規
】

〈
利
便
性
の
強
化
〉

・
全
国
統
一
番
号
の
新
設
【
新
規
】

・
学
習
会
の
開
催
【
新
規
】

〈
利
便
性
の
強
化
〉

・
土
日
等
の
講
習
会
等
の
実
施

【
新
規
】

〈
対
応
力
の
強
化
〉

・
相
談
員
の
研
修
会
【
新
規
】

・
関
係
機
関
と
の
連
絡
会
議
【
新
規
】
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不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
の
充
実

《
基
本
的
考
え
方
》

《
助
成
対
象
範
囲
の
見
直
し
内
容
》

現
行

見
直
し
後

年
齢
制
限

年
齢
制
限
な
し

４
３
歳
未
満

年
間
助
成
回
数

年
間
２
回

（
初
年
度
３
回
）

制
限
な
し

通
算
助
成
回
数

通
算
１
０
回

４
０
歳
未
満
通
算
６
回

４
３
歳
未
満
通
算
３
回

通
算
助
成
期
間

通
算
５
年

制
限
な
し

妊
娠
・
出
産
に
伴
う
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
少
な
い
年
齢

特
定
不
妊
治
療
に
よ
り
出
産
に
至
る
確
率
が
よ
り
高
い
年
齢

長
期
間
に
わ
た
る
治
療
に
よ
る
身
体
面
・
精
神
面
へ
の
負
担
に
も
配
慮

に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

○
平
成
２
６
年
度
か
ら
新
規
に
助
成
を
受
け

る
方
の
う
ち
、
４
０
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
後
の
制
度
を
適
用

○
左
記
助
成
対
象
範
囲
の
見
直
し
内
容
等
を

含
め
た
制
度
見
直
し
に
つ
い
て
、
円
滑
に
施

行
さ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
対
象

者
や
医
療
機
関
等
に
対
す
る
周
知
や
、
施
行

の
た
め
の
準
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助

※
助
成
対
象
範
囲
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
２
８
年
度
か
ら
実
施

○
事
業
内
容
：
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
高
額
な
治
療
費
が
か
か
る
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
に
つ
い
て
、
配
偶
者
間
の
不
妊
治
療
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

＜
給
付
内
容
＞
１
年
度
あ
た
り
１
回
１
５
万
円
（
凍
結
胚
移
植
（
採
卵
を
伴
わ
な
い
も
の
）
及
び
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ
な
い
等
の
た
め
中
止
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
１
年
度
あ
た
り
１
回
７
．
５
万
円
）
、
１
年
目
は
年
３
回
ま
で
、
２
年
目
以
降
年
２
回
ま
で
、
通
算
５
年
、
通
算
１
０
回
を
超
え
な
い

＜
所
得
制
限
＞
７
３
０
万
円
（
夫
婦
合
算
の
所
得
ベ
ー
ス
）

○
実
施
主
体
：
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市

○
補
助
率

：
１
／
２
（
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
１
／
２
）

〔
改
善
内
容
〕

妊
娠
・
出
産
に
伴
う
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
少
な
い
年
齢
に
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
４
０
歳
未
満
の
方
で
新
規
に
助
成
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て

は
通
算
助
成
回
数
に
つ
き
、
初
年
度
３
回
ま
で
か
ら
６
回
ま
で
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
助
成
対
象
範
囲
の
見
直
し
等
が
円
滑
に
施
行
さ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、

対
象
者
や
医
療
機
関
等
に
対
す
る
周
知
や
、
施
行
の
た
め
の
準
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
。

「
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書

平
成
２
５
年
度
補
正
予
算
（
案
）
の
概
要
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